
市町村長特別セミナー

「地域経営塾」 
　地域のマネジメントについて考える一助として、市区町村長・副市区町村長及び部長級職員の皆様を対象に、「市町
村長特別セミナー『地域経営塾』」を開催します。
　本セミナーでは、芸術文化振興・観光振興など、地域の特性を活かしたまちづくり・地域づくりにおける市町村の役
割などについて、「地域経営」に関連する様々な分野でご活躍の先生方にご講演いただきます。

平成29年度　　

開　催　要　領

全国市町村国際文化研修所　共催：総務省、内閣府、一般財団法人地域創造
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研修所までの交通のご案内
公益財団法人 全国市町村研修財団

全国市町村国際文化研修所（JIAM）教務部
〒520-0106 滋賀県大津市唐崎二丁目13番1号　
TEL 077-578-5932 
FAX 077-578-5906
[e-mail] kenshu@jiam.jp　　
[ホームページ] http://www.jiam.jp

問い合わせ先

■最寄り駅は、JR湖西線唐崎駅です。
■JR京都駅から唐崎駅までの所要時間は、
　約15分です。
■JR唐崎駅から研修所までは、
　徒歩約3分です。

日 程

場 所

対 象

募集人数

宿 泊

経 費

申込期限

申込方法

受講決定

平成29年5月18日（木） ～ 5月19日（金）（2日間）

全国市町村国際文化研修所 JR京都駅より湖西線約15分　唐崎駅下車徒歩約3分

全国の市区町村長・副市区町村長及び部長級の職員
2日間全日程をご受講いただける方を対象とします。途中退所や一時帰庁はできませんのでご注意ください。

40人
本研修は先着順とさせていただきます。そのため、申込期限前に締め切らせていただく場合があります。
その場合は、JIAMホームページのトップページでお知らせいたしますので、適宜ご確認ください。

研修所宿泊棟（宿泊型研修） ※外泊はできません。

6,650円
上記金額は、研修、宿泊、食事（朝食1回、昼食1回、夕食1回）、資料等にかかる費用です。 
なお、事前準備・事前学習にかかる費用は含まれておりません。※2日目の昼食は含まれておりません。

平成29年4月17日（月）まで

JIAMホームページ内「研修web申込フォーム」からお申し込みください。
「Web申込み」が難しい場合は、受講申込書によりFAXでも受け付けています。
※受講申込書はJIAMホームページの書類様式集（http://www.jiam.jp/doc/）にも掲載しております。

受講の可否については、開講日の約20日前までに通知をお送りします。
経費納入方法等の手続きについては、受講決定通知書によりお知らせします。

m-mitsuhashi
タイプライターテキスト
平成29年3月24日、ちらしの内容を一部変更をしております。

m-mitsuhashi
タイプライターテキスト

m-mitsuhashi
タイプライターテキスト



［研修の内容及び日程］

11:00～

12:30～

18:30～20:00

17:00～18:00

13:00～14:00

15:50～16:50

14:15～15:45

入寮受付・昼食
開講式・オリエンテーション
「地域の文化振興～地域創造の施策を中心として～」

一般財団法人地域創造常務理事　石川　善朗 氏

「外国人目線で考える地方創生への取り組み」
タイムアウト東京代表取締役　伏谷　博之 氏

「地域自立応援施策の動向」
総務省地域力創造グループ地域自立応援課長　山越　伸子 氏

「ミニコンサート」
サクソフォン四重奏  Quartet SPIRITUS（カルテット・スピリタス）

交流会　夕食を兼ねて、ともに学ぶ受講者同士の親睦（情報交換・交流）を深めます。

5/18
（木曜日）

9:00～10:30

12:15～12:30

10:45～12:15

「『地方創生』が日本を変える～日本の国は地域から～」
内閣府地方創生推進事務局参事官　澤田　史朗 氏

「地域課題を解決するベンチャーソリューション」
一般社団法人熱意ある地方創生ベンチャー連合共同代表理事　アソビュー株式会社代表取締役社長  　  

　山野　智久 氏

閉講式、事務連絡

5/19
（金曜日）

◎研修内容については、都合により変更になることがありますので、予めご了承ください。
　なお、研修についての最新情報は、JIAMホームページをご覧ください。
◎受講者による講義中の録音・写真撮影は、固くお断りしております。
◎当研修所では、宿泊室を全室禁煙としております。喫煙は所定の喫煙場所でお願いいたします。 

講 師 紹 介

石川　善朗（いしかわ　よしろう） 氏　　一般財団法人地域創造常務理事
　昭和５３年自治省入省。静岡県教育次長、同総務部長、郵政省基幹通信課長、総務省総合通信基盤局電波部基幹通信課長、人事院総務局生涯設計課長、同総務
局総務課長、同事務総局審議官、同公務員研修所長等を歴任し、平成２４年３月退職。平成２５年７月から現職。

伏谷　博之（ふしたに　ひろゆき） 氏　　タイムアウト東京代表取締役
　昭和41年島根県生まれ。平成3年関西外国語大学卒業。大学在学中にタワーレコード入社。平成17年、社長に就任。同年、ナップスタージャパンを設立し、
社長を兼務、日本初の音楽サブスクリプションサービスを開設。平成21年タイムアウト東京を設立し、代表に就任。

山越　伸子（やまこし　のぶこ） 氏　　総務省地域力創造グループ地域自立応援課長
　平成2年、東京大学経済学部卒業後、自治省入省。その後、英国留学を経て、総務省等で勤務。地方では長崎県、茨城県及び東京都で、企画、観光、環境やオリン
ピック招致等を、船橋市で保健福祉医療を担当。総務省では広域行政、公営企業等を担当するほか、経済産業省貿易管理局原産地証明室長、総務省自治行政局
国際室長、過疎対策室長、消防庁消防・救急課長等を経て、平成28年7月から現職。

サクソフォン四重奏　Quartet SPIRITUS（カルテット・スピリタス）
　「新しいエスプリ（ラテン語でSPIRITUS）を持つサクソフォン・カルテット」として、若手サックス奏者４人により平成１５年に結成。各々がソロ、オーケス
トラ、室内楽等様々に活躍する次世代を担う演奏家である。平成１８年より一般財団法人「地域創造」登録アーティストとして「公共ホール音楽活性化事業」に
参加。平成２６年４月にはモスクワ音楽院大ホールでのコンサートに招かれ演奏。エンターテイメント性の高い公演、幅広いレパートリー、調和に優れたアン
サンブルで、国内外で活動している。二枚目のアルバム「THE QUARTET」はレコード芸術誌の特選盤に選出された。

澤田　史朗（さわだ　しろう） 氏　内閣府地方創生推進事務局参事官
　平成元年自治省入省。栃木県庁、群馬県庁（財政課長、保健福祉課長、自然環境課長など）、滋賀県庁（副知事、総務部長、健康福祉部長など）、総務省地域力創造
グループ人材力活性化・連携交流室長、総理官邸内閣参事官（総理付）、総務省自治財政局財務調査課長等を歴任し、平成28年6月現職。

山野　智久（やまの　ともひさ） 氏　一般社団法人熱意ある地方創生ベンチャー連合共同代表理事　アソビュー株式会社代表取締役社長
　昭和５８年生まれ。千葉県出身。明治大学法学部卒業。学生時代に起業、代表として累計３０万部のフリーペーパーの発刊を行う。平成１９年リクルートに
入社。ＨＲ、事業開発などを経験。平成２３年に起業。日本最大の遊びのマーケットプレイス「asoview!」を運営するアソビュー株式会社代表取締役社長。鳥取
県県政アドバイザリースタッフ他、自治体のアドバイザーを歴任。

m-mitsuhashi
ノート注釈
m-mitsuhashi : Accepted

m-mitsuhashi
ノート注釈
m-mitsuhashi : Completed
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テキストボックス
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サクソフォン四重奏団

m-mitsuhashi
テキストボックス
Quartet SPIRITUS（カルテット・スピリタス）　サクソフォン四重奏団

m-mitsuhashi
テキストボックス
「新しいエスプリ（ラテン語でSPIRITUS）を持つサクソフォン・カルテット」として、若手サックス奏者４人（松原孝政、波多江史朗、松井宏幸、東涼太）により平成１５年に結成。各々がソロ、オーケストラ、室内楽等様々に活躍する次世代を担う演奏家である。平成１８年より一般財団法人地域創造登録アーティストとして「公共ホール音楽活性化事業」に参加。平成２６年４月にはモスクワ音楽院大ホールでのコンサートに招かれ演奏。エンターテイメント性の高い公演、幅広いレパートリー、調和に優れたアンサンブルで、国内外で活動している。二枚目のアルバム「THE QUARTET」はレコード芸術誌特選盤。




